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1311, 2022 

 
34. 【褥瘡の手術療法と周術期ケア】大転子部・踵の褥瘡手術と周術期管理, 桑水流健二, 榊原俊

介, 里岡由希, 沖本友絵, 政岡浩輔, 辻 依子, WOC Nursing, 10 巻, 34-39, 2022 
 

35. NPWT の現状と未来, 榊原俊介, 寺師浩人, PEPARS, 197 巻, 1-6, 2023 
 

36. 創傷治療に対する NPWT の未来, 榊原俊介, 寺師浩人, 形成外科, 66 巻, S10-S13, 2023 
 

37. 創傷治療に対する AI の未来, 榊原俊介, 武川 公, 寺師浩人, 形成外科, 66 巻, S170-S173, 
2023 

 
38. 美容診療 がん患者への美容診療, 熊西麗衣, 大﨑健夫, 榊原俊介, 形成外科, 66 巻, S156-

159, 2023 
 

39. 最良の再建を目指して 最良の外鼻再建を満たす必要条件とは, 野村 正, 橋川和信, 大﨑健

夫, 榊原俊介, 寺師浩人, Skin Cancer, 38 巻, 159-165, 2024 
 

40. 笑顔の再現-形成再建外科の工夫と挑戦、そして長期経過- クロスリンク型神経移植術のこ

れまでとこれから, 橋川和信, 榊原俊介, Facial Nerve Research, 42 巻, 1-2 
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英文その他（Letter to the editor） 
 
1. Ueda M, Nomura T, Terashi H, *Sakakibara S. Optimal Vasodilators in Microsurgery and 

Their Effects on Blood Vessels. J Reconst. Microsurg. 2024; doi: 10.1055/a-2483-5634  
Online ahead of print (IF=2.2, CI=0) 

 
 
和文その他 
 
1. 銀含有創傷被覆材の効果と使い方, 榊原俊介, Expert Nurse, 34, 98-103, 2018 
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特別講演 
1. Poloxamer-188 含浸創傷被覆材 創傷治癒における可能性, 榊原俊介, 第 6 回日本創傷外科

学会, 2014 
 

2. V.A.C.の適応と実践, 榊原俊介, 第 12 回日本褥瘡学会近畿地方会, 2014 
 

3. SSI への V.A.C.使用の実際 〜３W１H(What, Why, When, and How)〜, 榊原俊介, 第 117
回信州外科談会(第 2 回日本臨床外科学会長野県支部会), 2015 
 

4. 銀って何？キホンを知って、創傷管理をブラッシュアップ, 榊原俊介, 第 19 回日本褥瘡学会, 
2017 
 

5. キズの治り方の基本と臨床, 榊原俊介,寺師浩人, 第 22 回日本褥瘡学会, 2020 
 

6. 創傷治療における NPWT の有効な使用～如何にその効力を引き出すか～, 榊原俊介, 第 23
回日本褥瘡学会, 2021 

 
7. NPWT を効率よく使用するためのご提案, 榊原俊介, 日本在宅医療連合学会 第 15 回褥瘡・

創傷管理 オンライン研修会, 2022 
 

8. 本邦ならではの NPWT 治療の ”これまで” と ”これから”, 榊原俊介, 第 15 回日本創傷外

科学会総会・学術集会, 2023  
 

9. 洗浄を付加した NPWT 法(NPWTci, NPWTi-d)の適用と使い分け, 榊原俊介, 38th Case 
Study Club @ AAA, 2023 

 
10. 形成外科医として SSI に関わる〜NPWT を ツールとして〜, 榊原俊介, 北海道 online 

wound conference, 2023 
 

11. 小型 NPWT 機器を利用する, 榊原俊介, 日本在宅医療連合学会 第 30 回 褥瘡・創傷管理オ

ンライン研修会, 2023 
 

12. 終末期における緩和的な NPWT の使用経験, 榊原俊介, 日本在宅医療連合学会 第 38 回 褥
瘡・創傷管理オンライン研修会, 2024 

 
シンポジウム 
1. 縦隔炎−デブリードマン−, 榊原俊介, 第 2 回日本創傷外科学会総会・学術集会, 2010 

 
2. マイクロサージャリーに有用な画像診断学の進歩, 榊原俊介, 橋川和信, 寺師浩人, 田原真

也, 第 37 回日本マイクロサージャリー学会学術集会, 2010 
 

3. 縦隔炎・胸骨骨髄炎連続 21 症例の検討, 榊原俊介, 大澤沙由理, 橋川和信, 寺師浩人, 第 56
回日本形成外科学会総会・学術集会, 2013 
 

4. 胸部大動脈置換術後の人工血管露出時の対応, 榊原俊介, 大澤沙由理, 橋川和信, 寺師浩人, 
第 57 回日本形成外科学会総会・学術集会, 2014 
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5. V.A.C.システムの特徴とその利用・応用, 榊原俊介, 木谷慶太郎, 大澤沙由理, 高須啓之, 寺

師浩人, 第 8 回下肢救済足病学会, 2016 
 

6. 感染創における取り除けない人工物・置換が必要な人工物へのわれわれのストラテジー,  
榊原俊介, 木谷慶太郎, 大澤沙由理, 大崎健夫, 倉本康世, 橋川和信, 寺師浩人, 第 9 回日本

創傷外科学会総会・学術集会, 2017 
 

7. NPWTi-d は従来の洗浄型 NPWT を包括するのか？ 榊原俊介, 木谷慶太郎, 大澤沙由理, 長
谷川泰子, 高須啓之, 北野大希, 寺師浩人, 第 61 回日本形成外科学会総会・学術集会, 2018 
 

8. 神経移植のための人工神経の開発, 榊原俊介, 橋川和信，第 41 回日本顔面神経学会学術集会, 
2018 
 

9. NPWT の次の課題〜頭頸部領域への適用〜, 榊原俊介, 北野大希, 木谷慶太郎, 寺師浩人, 
第 10 回日本創傷外科学会総会・学術集会, 2018 
 

10. 「形成外科における周術期感染症への対応―NPWT を中心に―」, 榊原俊介, 木谷慶太郎, 
大澤沙由理, 田村亮介, 寺師浩人, 第 31 回日本外科感染症学会総会学術集会, 2018 

 
11. 創傷診療における人工知能(AI)の応用, 榊原俊介, 武川 力, 村上英毅, 武川 公, 寺師浩人, 

第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会, 2022 
 

12. ビデオシンポジウム, 私たちの流儀 開心術後縦隔炎に対するデブリードマン, 榊原俊介, 
政岡浩輔, 上田美怜, 桒水流健二, 青木大地, 辻 依子, 野村 正, 寺師浩人, 第 28 回日本手

術手技学会, 2023 
 

13. ビデオシンポジウム, 下肢創傷における NPWTci の実際, 榊原俊介, 辻 依子, 寺師浩人, 
第 29 回日本手術手技学会, 2024 
 

14. 青色光がヒト皮膚に与える影響, 榊原俊介, 楠元順哉, 寺師浩人, 第 33 回日本形成外科学会

基礎学術集会, 2024 
 

15. 縦隔炎・胸骨骨髄炎に対する治療-形成外科的視点から-, 榊原俊介, 北野大希, 政岡浩輔, 青
木大地, 上田美怜, 寺師浩人, 第 37 回日本外科感染症学会総会学術集会, 2024 

 
 

 
パネルディスカッション 
1. 新しい脱細胞化技術の開発 小口径血管・末梢神経への応用と臨床への展望, 榊原俊介, 橋川

和信, 石田泰久, 田原真也, 第 18 回日本形成外科学会基礎学術集会, 2009 
 

2. 神経トレーサー法による新しい再生神経ネットワークの解析, 榊原俊介, 橋川和信, 石田泰

久, 寺師浩人, 田原真也, 第 18 回日本形成外科学会基礎学術集会, 2009 
 

3. 陰圧閉鎖療法における私の工夫−創周囲の健常皮膚を守る−, 榊原俊介, 寺師浩人, 橋川和信, 
田原真也, 第 3 回日本創傷外科学会総会・学術集会, 2011 
 

4. 趾切断時における fillet toe flap の利用, 榊原俊介, 寺師浩人, 橋川和信, 田原真也, 第 3 回

日本創傷外科学会総会・学術集会, 2011 
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5. 多様な血管吻合術後皮弁モニタリング, 榊原俊介, 高須啓之, 野村 正, 橋川和信, 寺師浩人, 

第 40 回日本マイクロサージャリー学会学術集会, 2013 
 

6. NPWT の新展開 〜既存 NPWT デバイス使用における工夫とモディフィケーション〜,  榊
原俊介, 木谷慶太郎, 大澤沙由理, 高須啓之, 橋川和信, 寺師浩人, 第 8 回日本創傷外科学会

総会・学術集会, 2016 
 

7. 皮膚の光受容と創傷治療への可能性, 榊原俊介, 楠元順哉, 橋川和信, 寺師浩人, 第 26 回日

本形成外科学会基礎学術集会, 2017 
 

8. 口腔・咽頭皮膚瘻のリカバリー 〜NPWT(i)・皮弁・その他〜, 榊原俊介, 北野大希, 榊原晶

子， 中原 実， 橋川和信, 寺師浩人，第 61 回日本形成外科学会総会・学術集会, 2018 
 

9. 洗浄を付加した NPWT 法(NPWTci, NPWTi-d)の適用と使い分け, 榊原俊介, 木谷慶太郎, 長
谷川泰子, 大澤沙由理, 北野大希, 丸口勇人, 寺師浩人, 第 11 回日本創傷外科学会総会・学術

集会, 2019 
 

10. NPWT の適用とその応用 -形成外科から-, 榊原俊介, 木谷慶太郎, 大澤沙由理, 長谷川泰子, 
寺師浩人, 第 44 回日本外科系連合学会学術集会, 2019 
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1. Is Temporal Immobilisation Of The Ankle And Metatarsophalangeal Joint Effective In 

Suppressing The Spread Of Infection In Pad Leg Ulcers?, Sakakibara S, Terashi H, 
Tsuji Y, Kitano I, Hashikawa K, Tahara S, 4th The Would Union of Wound Healing 
Societies Congress, 2012 
 

2. 3-Dimentional Visualization of Leg Arteries/ Veins, Sakakibara S, Terashi H, Diabetic 
Limb Salvage, 2012 

 
3. Preventing Vasospasm in Microsurgery, Sakakibara S, Ueda M, Ogawa H, Terashi H, 

12th Congress of the World Society for Reconstructive Microsurgery, 2023 
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